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輸送中の損害輸送中の損害輸送中の損害輸送中の損害についてについてについてについて    

パッケージの中身は受領後すぐにパッキングリストと照合してください。不

備の無いよう心がけておりますが、もし不足等がございましたら、10 日以内

にご連絡いただけますようお願い申し上げます。 

 もし、装置に何らかの原因による損傷が認められた場合、損傷した装置の

型番とシリアル番号を確認し、破損状況を翔栄システム㈱までお知らせくだ

さい。 
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■ ヒステリシスヒステリシスヒステリシスヒステリシスはははは 1111nmnmnmnm 以下以下以下以下    

デジタルピエゾトランスレータ（ＤＰＴ）は、非常に高い線形性と再現性を実現したピエゾアクチュエ

ーターで、ヒステリシスは 1nm 以下です。 

一般のピエゾトランスレータは、非線形性をもち、ヒステリシスやクリープ現象を生じますがＤＰＴで

はポジションセンサーが各々の内部に組み込まれたため、これらの問題をなくすことができました。こ

のセンサーの出力は、ヒステリシス、非線形性、およびクリープ現象を取り去るように、ピエゾスタック

の電圧をコントロールします。各々のＤＰＴは、更にごくわずかな非線形性も補正できるようにキャリブ

レーショングラフが添付されています。 

 

■■■■    OOOOEEEEMMMM にににに最適最適最適最適なななな DDDDPPPPTTTT    

DPT の位置検出用電気回路やピエゾドライブ増幅器は小型化され、ＤＣ±15Ｖで操作できる単体

のコントロールモジュールが装着可能になりました。これにより、DPT-Cは量産用OEMアプリケーシ

ョンに最適な形となりました。 

 

■■■■    多機能多機能多機能多機能ななななコントロールコントロールコントロールコントロールモジュールモジュールモジュールモジュール    

コントロールモジュールは、14 ビットパラレルのデジタルインターフェース、ステータスライン、アナ

ログインプット、ポジションモニタ機能があります。このコントロールモジュール一台で DPT－C一本を

操作することができます。 コントロールモジュールはホストユニットの AX101(1 チャンネル用)や

AX301(3 チャンネル用)どちらにも装着することが可能です。 

 

■■■■    インターインターインターインターフェースフェースフェースフェースでででで接続接続接続接続    

ホストユニットにはポジションディスプレイ機能があり、コントロールモジュールに±15V 電源を供給

します。オプションで IEEE-488、RS232 インターフェースを接続でき、トランスレーターをマニュアル

でコントロールもできるなど、様々なアクセサリーが利用できます。それに対して、コントロールモジュ

ール(CM)は、コンピュータ内部に差し込んであるデジタル I/O カードとインターフェースを使うことが

可能です。(NATIOANAL INSTUMENTS 社の PC-DIO-24CARD など) 

 

 

 

 

 

1. INTORODUCTION 
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DPT-C は、Queensgate 社の優れた位置センサー技術により、非常に高い位置決め精度や再現

性を実現しています。各 DPT－C には位置センサーが内蔵されており、Pico meter オーダーの感度

で読み取ります。 

 DPT-C は、一時的な熱によるドリフトを最小にする Zerodur（低い温度膨張係数を持ったガラス）と

Invar でできています。ピエゾステージと同様のクローズループ制御を可能としたピエゾアクチュエー

タですが、高い剛性と発生力を有しています。アクチュエータの伸びは、通常デバイス上の負荷によ

って変化しますが、DPT-C はサーボ機構ループを応答させ、これを補正します。DPT-C のスルーレ

ートは 1um/ms、ノイズレベルは１nm 以下です。  

DPT-C 用に開発した位置センサーは、高性能位置決め精度を要求するほかのアプリケーションに

も利用できます。より詳しい情報を得る場合は、翔栄システム株式会社にお問い合わせください。 

 

  
 
 1.2.1 1.2.1 1.2.1 1.2.1 開梱開梱開梱開梱    

コントロールモジュール(CM）と DPT-C キットの中身は、以下のようになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2.21.2.21.2.21.2.2    取り扱い取り扱い取り扱い取り扱い    

   CM と DPT-C をお取り扱いの際のコネクタへの電気の漏洩は、ダメージを引き起こす可能性が

ありますので、必ずグランドを確認して下さい。  

アイテム 個数 

コントロールモジュール(CM） １ 

DPT-C １ 

CM 電源ケーブル １ 

成績書(非線形性グラフ付) １ 

日本語マニュアル(DPT1100M) １ 

M3×6mm 2 
ネジ 

M3×16mm 2 

1.1 デジタル式の PIEZO 動作メカニズム 

1.2 コントロールモジュール(CM)&DPT-C の取り出し、取り扱
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1.3 製品の概要 

Table1 
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2. DPT－C の仕様と設置 

2.1 DPT-C の仕様 

Table2.1 
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DPT-C は、高性能の分解能と安定性を有する微小位置決め装置です。使用の際は、取り付けに

ご注意下さい。超過トルクは、DPT-C に損害を与えます。Sleeve は、先端の回転を抑えるように作ら

れています。過度な力は、この Sleeve Bond を壊す可能性があります。Threaded end Pieces の推

奨トルクは 0.35Nm です。 

いったんアクチュエータが取り付けられた後、アクチュエータの可動部がケース(アクチュエータの

側面の部分)に触れていないことを確認して下さい。これにより、わずかにヒステリシスや垂直動作に

問題が生じることがあります。 

 

 

 

 

 

 

  

  
 

 

アクチュエータは、ベース部(CABLE END)を平らな表面の場所に固定して下さい。ヒステリシスと

熱によるドリフトの原因になります。アクチュエータを側面で固定しないでください。 

 一端アクチュエータが取り付けられた後、アクチュエータ可動部がＳｌｅｅｖｅ (側面の部分)に触れて

いないことを確認して下さい。これにより、ヒステリシスを生じる場合があります。(ここで云う可動部と

は、アクチュエータの先端部分のことです。) 

 

警告：アクチュエータの両端が固定されますと、損傷の原因になります。そのような場合、アクチュエ

ータにスプリングを取り付けることをお勧めします。 

 

 

 

 
 
 
 
 

ﾍﾞｰｽ 

先端 

←Sleeve 

PZT 

PZT 

× 

 

○ 

2.2 DPT－C の取り扱い 

2.3 DPT-C の設置 
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DPT-C 内部では、100N プリロードがかけられています。従って、この値までは引力に耐えられま

す。最大荷重は通常 200N です。 

アクチュエータが外部でプリロードされるときは、ノミナルポジションを設定する場合があります。

3.9.1 節をご参照下さい。更に大きい負荷を加えられたい場合は、翔栄システム株式会社にお問い合

わせ下さい。 

 

  
 

 

真空オプションを持つ DPT-C は低レベルの真空状態では電源は入れないで下さい。真空度が

10 3− Torr より高くないと、DPT-C の中でアークが発生し、コントロールモジュールの損傷の原因にな

ります。 

 

 

 

 

2.4 PRE-ROAD 

2.5 真空対応オプション 

2.6 アクチュエーター設置図 
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 CM 及びアクチュエータの 25 ピンコネクタには、高電圧(DC550V 最大値)がかかっています。アク

チュエータが未接続の時や、CM のカバーが外してあるときは、CM に電源を入れてはいけません。 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

    

    

    

アクチュエータアクチュエータアクチュエータアクチュエータが接続されていないとき、が接続されていないとき、が接続されていないとき、が接続されていないとき、CMCMCMCM に電に電に電に電源を入れてはいけません。源を入れてはいけません。源を入れてはいけません。源を入れてはいけません。    

電源によっておきるノイズを低減するためにリニアータイプの電源をご使用下さい。 

正しく電源を接続しないと、モジュールの損傷の原因になりますのでご注意ください。 

 

DPT-C は作動アナログ信号もしくは、デジタル信号で動かすことができます。アナログ信号とデジ

タル信号を同時に使う場合は、両信号の合計で動作します。 

 

 

3. コントロールモジュール(CM)

3.1 CM 仕様 

Table3.1 
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以下は、CM の 37 ピン D サブコネクタのピンアサインです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D0~D13、CS（chip/module セレクト）と WR（write、有効であるデータ）は 100KΩ抵抗で０V までプ

ルダウンされています。アナロググランド（アナログ信号の基準）とデジタルグランド(デジタル信号の

基準)は、CM の内部で０V に結線されています(“star pointed”)。 

3.2 CM インターフェース 

Table3.2 
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  バーグラフディスプレイやホストユニットの AX101 や AX301 で、バーグラフディスプレイとレンジ

外フラグは使用されます。 

 
 

 

 

ユーザーは、コネクタのピン 8 及び 26 間の電位差で、DPT-C ポジションをコントロールします。電

位差は、-10V～+10V 以内にして下さい。 

もし DPT-C をシングルエンドの信号で駆動するのならば、入力の一つをグランドにしてください。プ

ラスとマイナスの接続を交換することによって、DPT-C のスキャン方向（符号）を変えることがきます。

(ｆｉｇ3.2 をご覧下さい。) この方法は非常に高感度の入力方法なので、安定した低ノイズ信号源をお

使いください。ピン 26 よりピン 8 の電位がプラスの場合、DPT-C は伸張します。（よりマイナスの電圧

では DPT-C は収縮します） 

 

 

入力インピーダンスは、おおよそ 100ｋΩです。 

アナログ入力信号は－14V～+14V です。この電圧を超えると、モジュールの損傷の原因になりま

す。 

 

 

 

 

 

3.3 バーグラフディスプレイ・レンジ外フラグ 

3.4 アナログ I/P 

Fig3.1 
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Fig3.2 アナログインプット接続例 

 

 

注意：電源からシングルジェネレーターまでの 0V 接続において安全なレベルに共通の電位を保ちま

す。コントロールモジュールのピン番号は Table3.2 をご参照下さい。 

 

 

 
CM には、DPT-C の、D0~D13 のインプットに関する 14 ビット DA コンバーターを内蔵しています。

フルレンジを操作するのに、D13 は最重要ビット(MSB)です。デジタルインターフェースのピン名称

（D0～D13、CS、WR）は、Table3.2 に示すとおりです。 

 

デジタルインターフェースは、TTL と CMOS のロジックコンパチブルです。 

「Low」レベルインプット（論理０） ≦0.8V 

「High」レベルインプット（論理１） ≧2.4V 

双方とも 0V（デジタルグランド）を基準にしています。入力インピーダンスはおおよそ 100ｋΩです。こ

れらの入力は基準 0V に対して、15V を超えてはいけません。また、0V より低くてもいけません。 

 

3.5 デジタル I/P 
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3.5.1 デジタルコマンドフォーマット 

 デジタルインプットは、2 の補数としてコード化されます。MSB は、「1」が負を示し「０」は正を示す信

号ビットとして使われます。 

 

Table3.3 デジタル式のコマンドフォーマット 

 

 

3.5.2  2 の補数 

2 の補数は、同じ大きさの正及び負のコードに Carry．を加えて全てゼロになるバイナリーコードで

す。2 の補数は、数を補い、LSB（最下位ビット）を加えることによって得られます。 

Fig3.3 
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Table3.4 2 の補数の例 

＋3～－3 まで見るための要求されるデータシーケンスの例は、Table3.5 に示されます。 

Table 3.5 デジタルスキャンフォーマットの例 

注意：CS（Chip/module select）と WR（Data Valid）信号の両方は、データが出力へ移るために（す

なわちアクチュエータを動かすために）、そろって Low でなければなりません。 

モジュール内では、プルダウンされているので、もしこれらのピンへ接続しなくても、インプットデ

ーターはアウトプットに移動します。DPT-C の損傷を防ぐために、WR 信号をご使用下さい。 

 

3.5.3 デジタルインターフェースのタイミングダイヤグラム 

  CR と WR が両 Low(0)の時、データはコントロールモジュール（CM）内部に現れます。MDAC は、

DPT－C をデジタルコマンドポジションで動かせるように MDAC 出力へ移動します。 

 信号のどちら（CS、WR、または両方）も High（“１”）の時、データは、その前に MDAC 出力バッフ

ァーの中へ、すぐにラッチされます。 

 CR と WR 信号、あるいはそのいずれかが High であるときは、いずれのデータも MDAC 出力に

移らないので、DPT-C ポジションは変化しません。 

 

 

 

 

 Fig3.4 
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使用している MDAC は、アナログデバイス社の A7538JN（14 ビットパラレルインプット DAC）です。

（注意：LDAC 入力は、CM 内で LOW に保たれます。） 

 

3.5.4 コンピュータデジタル I/O カード 

 コンピュータ拡張スロットに差し込める各メーカーのデジタル I/O カードを利用できます。これを通し

て周辺機器とのアクセスを行います。 

 

PCPCPCPC－－－－DIODIODIODIO----24242424 についてについてについてについて    

デ ジ タル I/O カ ー ド の例 と し て 、NATIONAL  INSTRUMENTS 社  PC-DIO-24 （ IBM 

PC/XT/AT コンパチブル用）があります。マッキントッシュ NUBUS コンピュータ用には NB-DIO-24

という同様のカードがあります。 

 

Table 3.6 NATIONAL INSTRUMENTS 社のコンピュータ用デジタル I/O カード 

 

 

 

 

 

PC-DIO-24 カードを 3 つの操作モードにセットすることができます。（N.I マニュアルをご参照くださ

い。）このアプリケーションでは、PC-DIO-24 カードは簡単な I/O オペレーションとして MODE０で使

います。その MODE０では、アウトプットはラッチされますが、インプットはラッチされません。 

 

 

MODE0 にポートをセットする場合、CONTROL WCONTROL WCONTROL WCONTROL WORDORDORDORD は 88Hex88Hex88Hex88Hex（１０００１０００）（１０００１０００）（１０００１０００）（１０００１０００）    

より詳しい情報が必要な合は、翔栄システム株式会社にご連絡下さい。 

 

PCPCPCPC２４１２４１２４１２４１CM Cable AssemblyCM Cable AssemblyCM Cable AssemblyCM Cable Assembly についてについてについてについて    

 Cable Assembly は、Queensgate 社のものを利用できます。これは、コンピュータ中の

PC-DIO-24 や NB-DIO-24 カードとコントロールモジュール（CM）間を接続します。この Cable 

Assembly は、デジタルインターフェース、±15V 電源、0V、アナログインプット等の全ての必要な信

号を含みます。 
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Table3.7 PC241CM Cable Assembly 
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37 ピン D サブコネクタのピン 24 で得られるポジションモニタは、DPT－C の位置に比例して 

－5V~＋5V の範囲で変化します。 

最大の伸長 ＋5Vdc 

最大の収縮 －5Vdc 

Table 3.8 に示されていた係数をかけることで、DPT-C ポジションは得られます。 

 

Table3.8 ポジションモニタスケールファクター 

 

アクチュエータが静止しているときや、Out of Range 信号が Low“0”の時におけるポジションモニタ

の精度誤差は 1％です。 

動作中のポジションモニタは正確ではありません。アクチュエータの動作をモニタするためには、INT 

Output を用います。 

 

 

 

37 ピン D サブコネクタで得られるピン 29 で得られる Out of range 信号は、短期的な誤作動やアク

チュエータの過度時間、不良の状態またはコマンドインプットが通常より高い電圧範囲を要求するとき

にアクティブになります。 

 

“通常操作”レベル ≦0.8V(“０”) 

“Out of Range”レベル ≧2.4V（“１”） 

電流最小容量（Low Level）  ＝15mA max 

電流最大容量(High level)  ＝0.5mA max 

 

 

 

3.6 ポジションモニタ 

3.7 Out Of Range 
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37 ピン D サブコネクタのピン 11 で得られる Ready 信号は、検出された DPT-C の位置がコマンドポ

ジションとの差が 10nm 以内のとき High “1”(≧2.4V)になります。 

もし、DPT-C ポジションから 10nm を超える時、ready 信号は Low“０”（≦0.8V)です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、工場出荷時に設定してあります。フルレンジを超えてアクチュエータをスキャンする問題が

発生した時のみ調整してください。37 ピン Dサブコネクタのインターフェースコネクタの 23ピンで INT 

OUTPUT をモニタできます。これは、ノミナルポジション(mid-range)にアクチュエータを設定すると

きに使われます。 

アクチュエータのノミナルポジションは、アクチュエータが伸張と収縮するレンジが同じになるように

設定してください。このコントロールモジュールへの信号はピエゾを駆動するための高電圧アンプへ

のインプットになります。従って、INT Output はおよそ 20％ピエゾヒステリシスとクリープを償うアク

チュエータの動作を示し、スタティックなアクチュエータのポジションは示しません。 

INT Output 信号は、そのアナログインプットに小さい信号正弦波を当て、INT Output の 3dB

ポイント測定することにより、CMや DPT-C のクローズループの周波数応答(帯域幅)を決定するのに

使われます。INT Output は、スキャンできる高電圧の値を示します。INT Output がおおよそ－

10V～＋6V 間であれば、アクチュエータはサーボコントロールの範囲内にあります。 

 

 

 

 

3.8 Ready 

3.9 INT OUTPUT（INTEGRATOR OUTPUT）

Fig3.5 
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3.9.1  ノミナルポジションの設定 

 これは、工場出荷時に設定してあります。そして、フルレンジを超えてアクチュエータをスキャンする

問題があるときのみ調整して下さい。アクチュエータのノミナルポジションは、アクチュエータが等しい

量に伸縮するように設定してください。 

 

注意：注意：注意：注意：アクチュエータアクチュエータアクチュエータアクチュエータにににに PrePrePrePre----LoadedLoadedLoadedLoaded をかける場合も調整を必要とする場合があります。をかける場合も調整を必要とする場合があります。をかける場合も調整を必要とする場合があります。をかける場合も調整を必要とする場合があります。CM/DPTCM/DPTCM/DPTCM/DPT----CCCC

システムがこの調整を必要とするかどうかが見分けかけために、次のテストを行ってください。システムがこの調整を必要とするかどうかが見分けかけために、次のテストを行ってください。システムがこの調整を必要とするかどうかが見分けかけために、次のテストを行ってください。システムがこの調整を必要とするかどうかが見分けかけために、次のテストを行ってください。    

 

ⅰ）アナログインプットを＋10V に、または、デジタルインプットを 2000HEX にして下さい。 

37 ピン D サブコネクタのピン 2 コネクタへのインプットを＋10V に、または、デジタルインプットを

2000HEX にして下さい。 

 

ⅱ)アナログインプット‐10V に、または、デジタルインプットを 1FFF HEX に変えてください。 

ステップ(ⅰ)か(ⅱ)のどちらか一方の Out of Range 信号が high のときは、アナログとデジタル

インプットを取り去り、INT Output を－2.0V±0．5VDC へリセット下さい。そして、再びステップ

(ⅰ)と(ⅱ)をやり直してください。 

 

ノミナルポジションを設定するために、アナログインプットをゼロ(0V)に、デジタルインプットをゼロ

(0000)にして下さい。アナログインプットとデジタルインプットに接続しないときはゼロコマンドが使

えないことに注意してください。 

37 ピン D サブコネクタのピン 7 の 0V に対して、または、20VDC レンジの DVM セットの 0V か

オシロスコープの 0V に対して、37 ピン D サブコネクタのピン 23 の INT Output 信号をモニタし

てください。 

 

“adjustment potentiometer”、側面(ｆｉｇ3.6 参照) のポテンショメーターのＩＮＴ Output が 2.0Ｖ±

0.5VDC になるまで調整してください。 

上記のステップ(ⅰ)と(ⅱ)を繰り返して、システムが正確にセットアップしてあることを確認してくださ

い。もし、Out Of Range 信号がステップ(ⅰ)か(ⅱ)でＨｉｇｈであれば、セットアップを繰り返して下さ

い。 

 

注意：電源を再び切ったり入れたりすると、注意：電源を再び切ったり入れたりすると、注意：電源を再び切ったり入れたりすると、注意：電源を再び切ったり入れたりすると、INT OutputINT OutputINT OutputINT Output は変わります。これは、ピエゾ素子のヒステリは変わります。これは、ピエゾ素子のヒステリは変わります。これは、ピエゾ素子のヒステリは変わります。これは、ピエゾ素子のヒステリ

シスによる結果です。シスによる結果です。シスによる結果です。シスによる結果です。    
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Fig3.6 
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2個あるいはそれ以上のコントロールモジュールを同じ電源供給で操作すると、ノイズは1つのモジ

ュールから他のモジュールまでノイズを呼び起こす場合があります。 

これは、各々のモジュール内の 30kHz 発信器によって発生するクロックの周波数がわずかに異なる

ために“Ｂｅａｔｉｎｇ Ｅｆｆｅｃｔ”が起こることによります。これは Master の CM から 30kHz リファレンス信

号を発生させ、他の Slave の CM の発信機をオフにすることで、防ぐことができます。Master 

Module から Slave Module までリファレンス信号を分配するために 37 ピン Dサブコネクタのピン 10

を使用します。 

 

 
 

ａ）コントロールモジュールからパワーケーブルを外してください。 

ｂ）ＣＭのカバーを（各々の側の 4 つのねじを外すことによって）取り外してください。 

ｃ）「bottom か main」の PCB を LNK11B（slave）から LNK11A（master）につなぎ変えてください。

Figure．4.1 を参照してください。 

注意注意注意注意：：：：    特別にＳｌａｖｅ特別にＳｌａｖｅ特別にＳｌａｖｅ特別にＳｌａｖｅ    Ｍｏｄｕｌｅと指定Ｍｏｄｕｌｅと指定Ｍｏｄｕｌｅと指定Ｍｏｄｕｌｅと指定されていない限り、されていない限り、されていない限り、されていない限り、LNK11ALNK11ALNK11ALNK11A----MasterMasterMasterMaster が工場での通常の設定が工場での通常の設定が工場での通常の設定が工場での通常の設定

です。です。です。です。    

ｄ）”top“PCB の LNK1 を”STD“から”SYNC“に移動して下さい。Figure．4.1 を参照して下さい。 

ｅ)CM のカバーを付け直してください。 

 

 

 
ａ）コントロールモジュールからパワーケーブルを外してください。 

ｂ）ＣＭのカバーを（各々の側の 4 つのねじを外すことによって）取り外してください。 

ｃ）「bottom か main」の PCB を LNK11B（slave）から LNK11A（master）につなぎ変えてください。

Figure．4.1 を参照してください。 

 

注意：とくに Slave Module と指定されていない限り、LNK11A-Maste が工場での通常の設定です。 

 

ｄ）”top“PCB の LNK1 を”STD“から”SYNC“に移動して下さい。Figure．4.1 を参照して下さい。 

ｅ)CM のカバーを付け直してください。 

 

 

 

4. ＣＭシンクロナイジング 

4.1 Master Module Configuration 

4.2 Slave Module Configuration 
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Mater Module と全ての Slave Module の 37 ピン D サブコネクタのピン 10 をつなげてください。 

モジュールへのダメージが起こるかもしれないので、2 つ以上の CM を Master Module にしてはい

けません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 MASTER/SLAVE オペレーション 

Fig4.1 
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ケーブルは、アナログインプットを使って、各々のCMにDPT-C操作を可能にすることができます。

そのケーブルは次のような接続になっております。 

                                Table5.1 

警告： 

モジュールの電源が ON のときは DPT を外したり、接続してはいけません。 

モジュールやアクチュエータへのダメージが起こる可能性があります。 

 

 

 
 

ａ）37 ピン D サブコネクタの Queensgate 社製の Cable Assembly に CM をつないでください。 

ｂ）25 ピン D サブコネクタで CM に DPT-C をつないでください。 

ｃ）電源を±15Ｖになるように設定して下さい。 

ｄ）電源のスイッチをオフにして下さい。 

ｅ）電源の０Ｖターミナルに４mm の黒のバナナプラグをつないで下さい。 

ｆ）電源の＋１５Ｖターミナルに４mm の赤のバナナプラグをつないで下さい。 

ｇ）電源の－１５V ターミナルに４mm の青のバナナプラグをつないで下さい。 

ｈ）信号発生器にアナログインプットケーブルをつないで下さい。（figure3.2 を参照して下さい。） 

ｉ）電源のスイッチを入れてください。 

ｊ）そのとき信号発生器を使って、アナログインプットで DPT-C がスキャンできます。 

ｋ）電流消費量測定することにより正しい操作しているかチェックしてください。 

アナログ入力、デジタル入力がともに０Ｖの時、190mA～250mA の間であれば正常です。 

 

5. DPT-CのCMでの使用について 

5.1 DPT-C と電源の接続 
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FIG.5.1 ＣＭとＤＰＴ－Ｃの接続とインターフェース 
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コントロールモジュール内で高電圧（550Ｖ）が生じるのでトラブルシューティングは 37 ピン Dサブコ

ネクタの信号のみでチェックします。 

 

注意：注意：注意：注意：    

破損する恐れがあるので、破損する恐れがあるので、破損する恐れがあるので、破損する恐れがあるので、コントロールモジュールのカバーを開けコントロールモジュールのカバーを開けコントロールモジュールのカバーを開けコントロールモジュールのカバーを開けたり、たり、たり、たり、モジュールからモジュールからモジュールからモジュールからアクチュエーアクチュエーアクチュエーアクチュエー

タタタタを外さないで下さい。を外さないで下さい。を外さないで下さい。を外さないで下さい。    

 

 
 

・電圧計（インプットインピーダンス：＞500ＫΩ） 

・15ＶＤＣ電源装置 

・信号発生器（コントロールモジュールにアナログインターフェースを使用している場合） 

・デジタル I/O のついたコンピュータ（コントロールモジュールにデジタルインターフースを使用してい

る場合） 

    

SectionSectionSectionSection    6.26.26.26.2 ででででモニタモニタモニタモニタしなければならない全ての信号は、しなければならない全ての信号は、しなければならない全ての信号は、しなければならない全ての信号は、37373737 ピンピンピンピン DDDD サブサブサブサブコネクタ（ソケッコネクタ（ソケッコネクタ（ソケッコネクタ（ソケッ

ト）で見ることができます。ト）で見ることができます。ト）で見ることができます。ト）で見ることができます。    

 

 

37 ピン D サブコネクタのピン番号のふりわけは… 

 

 

 

 

 

37 ピン D サブコネクタピン名称は Section3.2 をご覧下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. トラブルシューティング 

6.1 テストに必要な機器 
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  このセクションではコネクタが正しく配線されているか確認し、信号がそのコネクタ上で正しい位置

にあるかを調べます。 

 

 

6.1.1 15V 電源 

 

ａ）37 ピン D サブコネクタをコントロールモジュールから外してください。 

ｂ）電圧計を 20Ｖスケールの直流モードにして下さい。 

ｃ）電圧計をピン 1 とピン 3 にまたいでつなげてください。（COMMON はピン 3 につなげます。） 

ｄ）±15V 供給電源に３つのケーブルを挿入してください。 

   赤プラグ   ＋15V 

   青プラグ   －15V 

   黒プラグ   0V 

ｅ）電源にスイッチを入れてください。 

ｆ）電圧を確認してください。 

ｇ）電圧計をピン 2 とピン 3（COMMON）につないで下さい。 

ｈ）電圧を確認してください。 DC －15V±0.5V であることを確認します。 

ｉ）電源を切ってください。 

 

6.1.2 アナログインプット 

 

ｊ）アナログインプットを使用している場合 

ⅰ）緑色の線材と 37 ピン D サブコネクタのアナログインプットケーブルの Screen をつないで信

号発生器のマイナスかコモンのアウトプットにつないで下さい。 

ⅱ）CLEARか37ピンDサブコネクタのアナログインプットケーブルの茶色の線材を信号発生器

のシグナルアウトにつないで下さい。 

ⅲ）電圧計の Common を 37 ピン D サブコネクタのピン 26 に、入力プローブをピン 8 につない

で下さい。 

ⅳ）電圧計を DC20V スケールにして、シグナルアウトを DC+5±0.5V になるようにセットしてく

ださい。 

ⅴ）電圧計は DC5±0.5V になることを確認してください。 

 

 

 

6.2 信号の確認 
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6.1.3 デジタルインプット 

ｋ）デジタルインプットを使用している場合 

ⅰ）コンピュータのデジタルインターフェースを 37 ピン D サブコネクタにつないで下さい。 

ⅱ）電圧計を DC20V スケールにして下さい。電圧計のコモンを 37 ピン Dサブコネクタのピン 10

につないで下さい。 

ⅲ）37 ピン D サブコネクタは、以下のようにさまざまなコマンドがあります。測定したロジックレベ

ルとビットパターンが正しいことを確認して下さい。 

Logic”0”は０～0.8VDC   Logic“１”は 2.4～5.5VDC 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅳ）CS と WR が使われている場合、電圧計のコモン 37 ピン D サブコネクタのピン 10 につながれた

状態で、ピン 37 の CS 信号をモニタしてください。 

ⅴ）コンピュータで CS を LOW“０”にセットしてください。電圧は 0～0.8V 間にあります。 

ⅵ）コンピュータで CS を HIGH“１”にセットしてください。電圧は、2.4～5.5V 間にあります。 

ⅶ）ピン 19 の WR 信号をモニタして下さい。 

ⅷ）コンピュータで WR を LOW“０”にセットしてください。電圧は、0～0.8V 間にあります。 

ⅸ）コンピュータで WR を HIGH“１”にセットしてください。電圧は、2.4～5.5V 間にあります。 

もしつなぎ方が間違っている場合、上記のように直してください。 



 - ３０ - 

  

 
 

このセクションでは、アクチュエータとコントロールモジュールが正確に機能するかどうかを調べ

ます。 

 

ａ）電源、アナログインプットとデジタルインプットが全てオフであることを確かめてください。 

ｂ）コントロールモジュールに 37 ピン D サブコネクタケーブルをつなぎ、そしてコントロールモジュール

にアクチュエータをつないで下さい。 

ｃ）電圧計のコモンを 37 ピン D サブコネクタのピン 7（0Ｖ）のつないで下さい。 

ｄ）電源を入れてください。 

ｅ）ピン 23（ＩＮＴO/P）およびピン 29（Out of Range）で、信号レベルをモニタしてください。 

通常の操作ではアナログ＝0V とデジタル＝0000 で、次の信号レベルが現れます。 

 

 

ｆ）もし、前述の信号レベルがその範囲内にない場合は、アクチュエータのMid Positionが正しくあり

ません。理由の一つとして振動により、ノミナルか Power up position がシフトしたことが考えられ

えます。これは次の操作をすることによりリセットできます。 

ｇ）アナログインプットを 0（0V）、デジタルインプットを 0（0000）に設定してください。アナログインプット

やデジタルインプットをつなげてなければ、ゼロコマンドは使えません。 

ｈ）電圧計のコモンを 37 ピン D サブコネクタのピン 7（0V）に、電圧計の Input probe をピン 23（INT 

O/P）につないで下さい。 

ｉ）側面にある potentiometer を INT Output が+10V DC より大きくなるまで調整してください。ここ

では、アクチュエータは最小限に縮まっています。 

ｊ）側面にある Potentiometer を INT Output が－10V DC より小さくなるまで調整してください。こ

こではアクチュエータは最大限に伸びていいます。 

ｋ）側面にあり Potentiometer を INT Output が-2V～0.5V DC になるように調整して下さい。これ

がアクチュエータのノミナルポジションです。 

ｌ）もし－2V～0.5V DC に INT Output を調整できれば、その時、コントロールモジュールと DPT-C

は POS MON、アナログやデジタルインプットスケールファクターに影響を与えることなく、通常通

りに使用できます。 

 

6.3 モニタピン 


